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1．はじめに
白鴎大学は、栃木県小山市に位置する大学である。経営学部、法学部、
発達科学部の3学部、および大学院経営学研究科、法学研究科、そして法
科大学院からなる総合大学である。筆者が所属する発達科学部は、平成16
年度に開設された比較的新しい学部で、児童教育専攻とスポーツ健康専攻
からなり、小学校教諭、幼稚園教諭、保育士、社会福祉士、中学高校の体
育教諭などを目指す学生が学んでおり、平成19年度からはさらに心理学専
攻と英語教育専攻が加わって、名称も教育学部と変更になることが決まっ
ている。
このように新しい学部の学生にとっては、あらゆることが初体験となる。
とりわけ一期生に顕著であるが、先輩がおらず、授業カリキュラムや資格
取得、卒業後の進路に関して不透明な部分があり、当然、将来への不安を
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感じる者もいる。まさにr僕の前に道はない」わけである。そうした学生
の状況を鑑み、少しでも彼らの不安や悩みを解消すべく、同学部では全教
員が時間を決めて研究室を開放し、アポイントなしで学生からの相談に応
じるという「オフィスアワー制度」を、平成16年度後期より実施している。
また大学当局も、全学部の学生が安心して学べるよう、学生相談室を整備
し、臨床心理士の資格を持った者が学生の悩みに対応できるような環境を
整えている。
しかし、実際にそうした相談のための資源が十分機能しているかという
と、はなはだ疑問である。実際オフィスアワーは、授業関連の内容で質問
に来る学生が中心であり、それ以外の悩みを相談に来る学生は少数派であ
る。また、学生相談室を訪れることなく退学していく学生もいることから、
せっかく専門家を学内に配置しても、それが十分に活用されているとはい
えないことがわかる。その理由として、まず専門家に相談すること自体へ
の抵抗が挙げられる。これは大学内の相談に限らず、一般の心理療法を受
ける際にも見られるものであるが、自らの悩みを自覚していても、いざ専
門家の援助を受ける段になると、その悩みに直面化する恐れや、未知の体
験への不安、あるいは「異常」のレッテルを貼られてしまうのではないか
という恐怖などから、なかなか相談機関を訪れるための一歩を踏み出すこ
とができない。また、専門家による相談援助というのは、かなり困難な悩
みに限定されるものであり、自分のような軽微な悩みをそこで話すのは不
適切である、というように思い込んでいる場合も考えられる。
学生を相談から遠ざける大きな要因である、こうした相談への抵抗を少
しでも減らすことができないか。また、日常レベルの簡単な相談をするに
ふさわしいと彼らが考える、身近な相談相手は誰か。そこで、両者を同時
に解決するために、適切な援助知識と技法のトレーニングを受けた学生に
よるピア・サポート活動を本学において展開できないだろうかと考えるに
至った。
ピア・サポート活動とは、ある立場にある者、例えば学生が、同じ立場
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にあって悩みを抱くピア（peer＝仲間）一ここでは悩みを持った学生一
の相談にのり、援助していく活動である。1970年代にカナダで始まり、そ
の後欧米へと活動は広がって、日本でも1990年代後半から、実践が始まっ
たという（泉，2005）が、その活動範囲は、小学校低学年から大学生にい
たる、非常に幅広いものとなっている。
幸い、筆者の研究が平成17年度より科学研究費研究の基盤研究C「ピア・
サポート・スタッフ育成のための体験学習型トレーニング方法開発」とし
て採用されたこともあって、同年度より、ピア・サポート活動を実際に行
う意思のある学生を募集し、トレーニングを開始することとした。
本研究は、上記のような経緯で立ち上げた、白鴎大学のピア・サポート
活動の2年間を総括し、その実践について考察するとともに、今後の活動
に向けての指標を得ることを目的とする質的研究である。なお、ここでい
う質的研究とは、ポストモダニズムの影響下、近年注目されている新たな
研究パラダイムに基づく研究法であり、数量化の困難な事象に対し有効な
方法である。その特徴は、（1）空間的文脈の重視、（2）時間的文脈の重視、
（3）当事者の視点とその多様性の考慮、（4）帰納的分析に基づく仮説生成
（原田，2004）とされる。大学というコミュニティー内で、社会的相互作
用やプロセスを重視し、援助者および被援助者となる学生の視点を考慮し
つつ、自由度の高い活動を通して、新たな援助システムを構築していくと
いう本研究に、きわめて合致したものといえる。
H．経過報告
【一年目の活動】
平成17年6月に、学内掲示によって、初年度の学生募集を行った。募集
対象は、発達科学部学生の当時最高年次となる2年生で、ピア・サポート
活動に興味があり、トレーニングに耐えられる、心身ともに健康な学生で
あることを条件とした。また、守秘義務を守れることと、次年度には実際
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にピア・サポート活動を行うことも条件に加えた。そして、8名の学生
（女性7名、男性1名）が申し出、面接を実施した結果、全員を初年度の
トレーニング受講学生とした。志願理由としては、「生徒の気持ちがわか
る先生になりたい」「教育相談の技術を身につけたい」「カウンセラーにな
りたい」「悩んでいる人の力になりたい」「いろいろな経験をしたい」「同
じ志をもった仲問と交流したい」などが挙げられた。
トレーニング受講学生は全て、教育や保育、あるいは心理職に携わるこ
とを希望する学生であった。彼らにとって、子どもたちの心の問題への対
応はきわめて切実なテーマであり、相談は、そのキャリアを通じて常に重
要な活動となると考えたのであろう。いまだ学びの途上にある大学生の段
階で、こうした問題意識を持ち、トレーニングを希望した彼らは、強いキャ
リア意識を持った真面目な学生であるということができる。
全体での顔合わせに続き、トレーニングを開始した。トレーニングは、
受講生の空き時間に、原則として隔週で実施した。毎回90分行われ、初期
は座学中心に、後期はロールプレイ中心に実施された。
初期のプログラムは、筆者が指定したピア・サポート関連図書（表1）
を手分けして読み、各自がその内容をまとめて発表する課題、ビデオ教材
rグロリアと3人のセラピスト第1部来談者中心療法」（Rodgers，
1992／1977）を視聴してのディスカッション、テキスト「ピアヘルパー・
ハンドブック」（日本教育カウンセラー協会，2001）を用いての講義と、
同じくテキスト「ピアヘルパー・ワークブック」（日本教育カウンセラー
協会，2002）を用いての演習であった。その後、後期プログラムの導入と
もいえる、傾聴技法のワーク「聴く練習」を経て、後期の7回のロールプ
レイ・プログラムヘと進んだ。（表2）
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表1：指定図書
・ヒューマックス編（2001）：「仲間同士で［聞く・話す］ピア・カウン
セリング入門」オーエス出版社
・石隈利紀・田村節子（2003）：「石隈・田村式援助シートによるチー
ム援助入門一学校心理学・実践編」図書文化
・久保紘章・石川到覚（1998）：「セルフヘルプ・グループの理論と展
開」中央法規
・森川澄男監修菱田準子著（2002）：「すぐ始められるピア・サポー
トー指導案＆シート集」ほんの森出版
・滝充編著（2001）：「ピア・サポートではじめる学校づくり一小学
校編」金子書房
・滝充編著（2002）：「ピア・サポートではじめる学校づくり実践
導入編」金子書房
・滝充編著（2004）：「ピア・サポートではじめる学校づくり一中学
校編」金子書房
・トルバー・コール（バーンズ亀山静子・矢部文訳）（2002）：「ピア・
サポート実践マニュアル」川島書店
表2トレーニングプログラム（一期生）
6月7目 6月21日 7月5日 7月19目
顔合わせ
文献担当決め
文献発表
グロリアと3人のセラ
ピスト
ハンドブックを読みディ
スカッション
ワークブック演習
聴く練習1
9月27日 10月11日 10月25日 11月8目
聴く練習Hロールプレイ1 ロールプレイH ロールプレイ皿
11月22日 12月6日 1月10日 1月17日
ロールプレイロールプレイVIV ロールプレイVI ロールプレイVII
後期のプログラムでは、深澤ら（1998）のビデオを用いた試行カウンセ
リングの方法を用い、受講生が「相談する側」（以下、ヘルピー）と「相
談される側」（以下、ヘルパー）をそれぞれ体験するロールプレイを行っ
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た。各セッションは、ビデオカメラ2台を用いて、ロールプレイ中の両者
を、表情中心にバストアップで撮影し、画面分割ユニットを用いて、モニ
ター上に両者が向かい合う形で録画した。ヘルピーが選択し、取り上げた
テーマは、ピア・サポート活動でよく寄せられる、人間関係や、学業のこ
と、将来のこと、アルバイトのことなどとした。ロールプレイではあるが、
その内容は、トレーニング受講学生にとって、ある意味等身大の問題であっ
た。ヘルパーは傾聴を心がけることとし、必要に応じてアドバイスを行っ
た。
各セッション終了後には、ビデオを上映しながら、両者も交えて全体で
ディスカッションを行い、筆者も加わってフィードバックを行った。ヘル
ピーの表情とヘルパーの表情を同一画面で観察することで、特にヘルパー
のノンバーバルなコミュニケーションのありように注目することによって、
ヘルパー自身が対人関係における自分の特徴や癖への気づきを得られるよ
うな場となった。
筆者は、話を聴く際には、”llmOK，You’reOK”という自他尊重の人生
の立場（Emst，F．H．，1971）から、相手を尊重し、受容と共感をもって聞
くことの重要性を繰り返し伝えた。ヘルパー自身が自覚していないような、
何らかの改善すべき点がある場合一例えば防衛機制に基づく行動など一
には、それを指摘することもあった。また、本活動はあくまでも学生のボ
ランティア活動であるので、専門的な相談援助ではないことを自覚して、
自らの活動の限界を知るよう強調した。そして、自分には応じられそうも
ない重篤な悩みや、解決に時間がかかったり、専門的な知識や技術を必要
としたりする悩みに関しては、適切な機関なり専門家なりに紹介すること
の重要性を説いた。
各回2～3セッションのロールプレイを行い、結果として、途中から都
合により参加できなくなった1名を除く7名が、複数回のロールプレイを
経験した。計12回実施したトレーニングの参加者数は、上記の1名を除く
と、のべ79名。参加率は94％。
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トレーニングの効果の指標として、各回受講生に行ってもらった相互評
定が活用できる。これは、ロールプレイにおけるヘルパーの援助について、
ヘルパー、ヘルピーという両当事者、および観察していた他の受講生が、
「無防衛」「共感性」「受容性」「間」「理解力」「熱意」の6項目に関して、
10段階で評定するものである（國分，1983）。その結果、経験を経るにし
たがってその評価が高まること、すなわち援助の質が高まっていることが
確認された。（伊東，2006）また、全トレーニング過程を終了した後の感
想も、非常にポジティヴなものであり、主観的レベルにおいても効果が上
がっていることが確認された。その中からr成長」r技法」r自己理解」
「自己効力感」「仲問」というキーワードを読み取ることができた。以下、
キーワード毎に、受講生の感想を一部引用する。
・成長
r実際に相談にのってもらったことで、自分とは違う考え方を知って、
その事で視野が広がり、色々な事に対しての見方や考え方が変わりました」
「相手とのリレーション作りの大切さや、共感・受容の姿勢の大切さな
どを知り、問題をその場で解決することだけが全てではないことを知るこ
とができました」
「『悩み』とはプラスの欠片を持ち合わせているのではないか（中略）、
自身の内面を成長させることのできる糧であり、生きていくなかで重要な
存在なのではないかということを得ました」
・技法
「間の取り方が不自然に思えたとき、ロールプレイ直後のメンバーのフィー
ドバックによって（改善点も含め）改めて認めることができました」
「友達のカウンセリングを見ることにより、その良さを発見し吸収する
ことも出来ました」
rゆとりをもって相手の話を聞くことができるようになった」
「ピアサポート以外の会話のときにも、（中略）他の人の話し方や、話
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の聞き方などでいいなと思うものは、取り入れるようになった」
「クライアントが話していて本来笑う話ではなくても、自分を傷つけま
いとして笑うときにヘルパー側がつられて笑ってはいけないということも
勉強になった」
・自己理解
r自分の話している姿を見ることによって、自分が気づかずに使ってい
る言葉や、髪をいじるなどの癖があること、また人と会話をしているとき
にどんな表情をしているのかということを知り、それらの癖が人に対して
与えている印象について考えることが出来た」
「ビデオを見て自分の話し方、目線、うなずき方など今まで全く気がつ
かなかった癖に気がつくことができました」
・自己効力感
「私も人の力になれるのではないかと思いました」
「どうすればその人に対して、1番よいのかを考えることができるよう
になりました」
r私の話の聞き方が変わった頃から、周りにいる友だちの反応も変わり
ました。今までは内気であまり自分のことを話さなかった子が、いろいろ
話をしてくれるようになりました」
「これからの活動において今まで学んだ事、これから学ぶ事を誰かに還
元出来れば良いな、と考えています。まずは身近な大学生の皆さんに。い
つかは未来を担う子ども達に」
・仲間
「仲間同士で助けたり助けられたりする人間関係を築いていくことの良
さをしみじみ感じました」
「このトレーニングを通してお互いにピアヘルプし合える仲間ができた
ので、それもとても大きな収穫でした」
「私だけではなく一緒に活動しているメンバーも最初の頃の緊張がみら
れなくなり、安心して相談したくなるような雰囲気になってきたと感じま
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す」
二年目の、実際のピア・サポート活動開始に先立ち、平成18年2月、筆
者は、ピア・サポート事業をすでに実施している、広島大学と名古屋大学
の教員及び学生スタッフによる連絡会が行われると聞き、オブザーバーと
しての参加を願い出た結果、関係各位のご好意により参加することを許可
された。
結果的にここで、翌年度からのピア・サポート活動を開始する上できわ
めて重要な情報を得ることができた。具体的には、先行する大学の実情を
知り、また事業展開上の悩みや問題点、およびそれに対する解決策などを
直接質問して、理解した。そして最も大きな収穫は、ピア・サポート活動
の主体は学生であり、教職員は環境を整える裏方にすぎないという、同事
業の根幹にもかかわる事実を再認識したことであった。それまで、トレー
ニングにしろ、次年度の計画にしろ、筆者が中心となって同事業の運営を
行ってきたが、それは「学生相互の援助活動」という同活動の哲学と相容
れないことになる。学生の主体性を尊重し、彼ら主導で活動を実施し、教
職員が裏方としてそれをしっかり支えている両大学の姿は、そうした基本
哲学を実践しているものであった。
そこで本学においても、学生が主体的に活動を計画し実施するという、
新たな、そしてあるべきピア・サポート活動の形を学生に提示し、実際に
どのような組織として活動をするか、相談対象とする学生の範囲をどのよ
うにするか、いつどこで活動をするか、広報活動はどうするか等、彼ら自
身が話し合って決めるよう促した。筆者は、求められれば（そして必要と
あれば）助言を行い、また、トレーニングの内容検討や実施に関して、あ
るいは援助活動のスーパービジョンに際して、専門的な立場からの指導は
するが、それ以外の活動については、大半を彼らに任せるように努めた。
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【二年目の活動】
初年度のトレーニングを終え、次年度にピア・サポート・スタッフ（以
下スタッフと記す）となったトレーニング受講一期生は、自主的に愛好会
rピア・サポート相談室」を立ち上げ、毎週1回、決まった時間帯（前期
は木曜日12：30～16：15、後期は火曜日10：00～12：50）に空き教室で相
談室を開室することとした。筆者は彼らの決断を尊重し、大学当局と交渉
しつつ、環境を調整していった。なお、ケースカンファレンスは毎月末に
実施し、その他必要があれば、個人的なスーパービジョンにも応じること
とした。
当面の役割分担として、r広報」r資料作成」r資料準備」r購入」を、ス
タッフが手分けして担当することとなった。活動に際して準備した資料は、
「履修要綱」「時間割」「教職員免許状および資格取得の手引き」「学生手帳」
「CAMPUSGUIDE」「教員紹介」であった。
実際の活動に先立ち、相談内容ごとにどのような対応をすればいいか、
わかりやすいチャート図のようなものが必要となった。幸い、先行してピ
ア・サポート事業を実施している名古屋大学のr問い合わせ先一覧表」を
入手していたので、それを参考に、資料作成担当スタッフが白鴎大学の実
情に応じた図「ピア・サポートにおける相談の流れ」（図1）を作成し、
それを参照しつつ相談に臨んだ。本図によれば、相談は、1r情報提供を
必要とする場合」、2「問い合わせを必要とする場合」、3「問題を抱えて
いる場合、相談機関を紹介する場合」に分かれており、それぞれさらに細
かい場合分けがなされていて、相談内容に応じてきめ細かな対応ができる
ようになっている。
また、相談記録のフォーマットに関しては、心理臨床経験を持つ筆者が
作成し、相談対応をしたスタッフが、終了後それに記入することとした。
相談を実施するスタッフの安全の保障は、重要な課題である。そこで、
スタッフを危険から守ることの重要性を説いた上で、筆者から構造化に関
する以下の提案をし、了承してもらった。
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1）原則として相談は単発で行うものとする。
2）相談時間は20分程度とする。
3）継続を希望した場合や、同じ主訴で再度相談に訪れた場合、原則とし
て前回とは異なるスタッフが新たに対応し、さらに継続を希望した場合
は適切な機関や人に紹介する。
4）スタッフの指名は不可とする。
5）常に2名以上のスタッフが、活動場所に在席する。
6）活動場所と時間帯の固定化。
7）なにか困ったことが生じた場合は、即座に筆者に相談する。
いずれも、スタッフを危険から守るために必要なことであると考える。
1は、単独セッションを原則とすることで、スタッフと相談学生との関係
が過度に親密になることを避けるためのものである。もちろん、大学とい
う日常生活の場で行われる以上、その後、偶然に会って、交友を深める可
能性はある。しかし、少なくとも構造の上では、相談する一されるとい
う関係を一時的なものに限定することで、スタッフの日常の学生生活に影
響が及ばないよう配慮した。2は、長時間の相談を禁止することで、悩み
や問題を不必要に深めないことを保障すると同時に、あまりに深い問題へ
の対応を制限することにもつながっている。しかしそれができないような
場合、すなわち3のように継続を依頼したり、再度訪れたりした場合には、
他のスタッフが担当することとし、さらに相談希望が続くようであれば、
専門的な対応ができる他の適切な機関や人に紹介することとした。4は、
例えばストーキングのような、相談援助を求める以外の動機で訪れる学生
を、排除するための項である。5と6は、スタッフの身体的な安全を保障
する上で必要な決まりごとである。なお、6は心理臨床の構造化の基本で
もあり、相談に訪れた学生にとって、守秘義務の問題も含め、安心して相
談できる環境を提供する上でも重要なことである。さらに、何が起こるか
わからない新たな活動であるということで、想定外のことにも筆者が責任
を持って対処できるよう、7のようなルールの確認もした。
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相談の対象となる学生の範囲については、スタッフが話し合って決めた。
当初は、彼らが所属する発達科学部児童教育専攻の学生で、なおかつ後輩
にあたる1・2年生に限定した。他専攻や他学部、および同学年を含めな
かったのは、自らが経験した以外の授業カリキュラムを熟知していないと一
いう現実的な事情と、相談活動という新たな活動領域への自信のなさが影
響していると思われるが、筆者もその選択を支持した。というのは、本活
動の実施に関して、学部レベルで活動報告をしていたものの、この段階で、
他学部に対しては報告をしていなかったためである。学生の自主的課外活
動であるから、形としては大学の正規の意思決定機関に諮るマターではな
いが、しかし、相談というのは心に関わる専門的な活動であり、対応によっ
ては、スタッフも相談者も危険にさらされる可能性があることもあって、
慎重の上にも慎重を期し、まず試験的に専攻内で実施して実績を積み、様
子を見た上で、他専攻に、ひいては大学全体に、その領域を広げていくと
いう方法は望ましいと考えたからである。
その後スタッフは、経験を通して自信を得たことと、後に述べる相談件
数の少なさへの対応を念頭に置いたことによって、その対象の幅を広げる
こととした。まず後期からは、同学部の他専攻であるスポーツ健康専攻学
生を対象に含めると同時に、彼らと同級に当たる、発達科学部の3年生も
対象とすることとした。また11月には、いよいよ他学部にその範囲を広げ
ることを提案。筆者は学生委員会委員長と相談し、ケース・カンファレン
スを充実させ、安全への配慮を徹底するよう、活動に当たっての助言をい
ただく。そして12月、スタッフは他学部の上級生を含む全ての学生へと、
相談対象の範囲を広げた。
「ピア・サポート相談室」を立ち上げたスタッフは、まず広報活動を重
点的に行った。具体的には、チラシ作成、ポスターの作成、そしてホーム
ページの作成である。チラシは、活動の日時と場所が決まるとすぐに作成
に入った。そして、相談対象の学生が多く受講する講義科目の前後に、担
当教員の許可を得て、チラシの配布を行った。ポスターはサークル専用の
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掲示板だけでなく、学生が多く集まるラウンジなどにも掲示した。ホーム
ページ作成は、技術的な問題もあってすぐには対応できなかったが、年末
にようやくパイロット版が完成し、現在、公開準備が進められている。
ただ、こうした広報活動にもかかわらず、残念なことに相談件数自体は
さほど増えていない。活動2年目、つまり実際の相談活動としては初年度
にあたるこの年度の相談件数は、表3の通り、年間8件、10人にとどまっ
た。なお、件数と人数が一致しないのは、2名で来室してひとつの話題を
取り上げたケースが2度あったからである。時期的には、4～6月に全8
件中6件と、かなり偏った形となった。また内容は、r授業選択」rピア・
サポート活動」「人間関係」「恋愛」「健康」「アルバイト」など、さまざま
であった。
表3ピア・サポート相談件数と人数
件数 人数
4月 1 1
5月 1 1
6月 4 6
7月 0 O
8月 0 0
9月 0 0
10月 0 0
11月 2 2
12月 0 O
1月 0 0
計 8 10
相談が少ないということは、二一ズがないということ、つまりそれだけ
学生が充実した生活を送っていることを意味する可能性もあるので、一概
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に問題であるとはいえないが、しかし疾風怒濤の時期という青年期の特性
を考えるならば、学生に悩みがないとは考えにくい。とすれば、日常の人
間関係の中でそうした悩みを解決しているのか、あるいは悩みを抱えたま
ま過ごしているか、いずれかということになる。悩みの新たな受け皿とな
り得る点でも、解決の糸口になり得るという点でも、いずれの場合もピア・
サポート活動は悩める学生の役に立つものであり、より効果的な告知をす
ることには大きな意味がある。
またピア・サポート活動をするスタッフにとって、相談件数が少ない状
況において高いモチベーションを維持するのは容易ではない。そこで、相
談件数を高めていくと同時に、彼らのモチベーションをいかに維持向上し
ていくかということも、大きなテーマとなった。そこで毎月のケース・カ
ンファレンスの際、どのように相談件数を上げることができるか、創造的
に話し合った。例えば、ピア・サポート活動の認知度を高めるためのポス
ターの掲示やチラシの内容および配布方法の改善、相談室への入りやすさ
を高めるために入口のドアを寒くても開けておくこと、相談室の机等の配
置の改善などである。また、活動の問題点についても、率直に話し合った。
例えば、スタッフの友人が入ってきて食事をしたりおしゃべりをしたりし
ていることがあること、シフト制が有名無実になってスタッフが大勢いる
場合がある；と、受付でスタッフが自分の勉強をしていると利用者が入り
にくいこと、などである。友人に関しては、少人数の来室で、相談したい
ことがあり、他の利用者の迷惑にならないのであれば、食事しながら彼ら
からの相談を受けてもよいのではないか、ということになった。また、ロー
テーションを再度調整して、少人数で集中して活動をすることも確認した。
さらに、7月から始まった二期生のトレーニングにも、筆者からの提案
で、後半のロールプレイに彼らの参加を求めた。彼らは毎回1～2名参加
して、コメンテーターとして経験を踏まえた意見を述べたり、時にプレイ
に参加したりした。このように、スタッフが主体的かつ創造的に話し合い、
トレーニングにもピア・サポート経験者の立場で参加することで、自ら本
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活動に関わっていることを再確認し、帰属意識や仲問意識を高め、モチベー
ションの低下をある程度防ぐことができたのではないかと考える。
話は多少前後するが、二期生に関しても、2年目の6月に募集を行い、
6名の志願を得た。そして、面接による意思確認の結果、最終的に4名が
トレーニングに参加することとなった。後半のロールプレイではこの4名
に加え、一期生で途中参加できなくなった1名もトレーニングに参加した。
ここにピア・サポート活動中の一期生スタッフが加わることで、トレーニ
ングの質は高まり、また組み合わせのマンネリ化を避けることもできた。
二期生のトレーニングも、一期生のポジティヴな感想を踏まえ、初年度と
同様に実施した。ただ前半の座学において、ビデオ教材を用いたプログラ
ムは、メンバーが既に受講している大学の通常講義の中で経験済みだった
ので省略した。またロールプレイに関して、二期生は複数学年にわたり、
全員が定期的に集まれる共通の空き時間がなかなか確保できなかったため、
後半は昼休みに時間を設定せざるを得なくなり、各回の時間が45分程度と
短く、ロールプレイも1回あたり1セッションしかできなかった。
結局、3回の座学、一期生および筆者がヘルパーとなっての「クライエ
ント体験」に続き、6回のロールプレイを行って、新規メンバー全員が2
回ずつのヘルパー体験を行った（表4）。二期生の4名に関しては、のべ
39名の参加を得、参加率は98％であった。またクライエント体験およびロー
ルプレイヘの一期生の参加も、のべで10人を数えた。
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表4トレーニングプログラム（二期生）
6月14日 6月20目 6月27日 10月11日
顔合わせ
文献担当決め
文献発表
ハンドブックを読みディ
．3撫器≧．…
ワークブック演習
クライエント
体験
11月1目 11月8日 12月5日 12月14日
ロールプレイ1 ロールプレイ1 ロールプレイ皿 ロールプレイIV
12月19日 12月21日
ロールプレイVロールプレイVI
終了後に記してもらった二期生の感想も、きわめてポジティヴなもので
あった。以下、一期生と同様、キーワード毎に感想を一部引用する。
・成長
「自分と他人を良く見ることを経験、学習したことにより、今後の人生
がより豊かなものになっていくと確信しています」
r話している相手に嫌な感情を持つことが少なくなりました」
「相手の力を尊重する、という態度の重要性を強く感じた」
・技法
rあいづちの打ち方や視線の向け方、相手の話を整理して繰り返すなど、
様々な技法が身に付きました」
「ヘルピーとの距離感を、話を聞くときに注意しなければならないと感
じました」
「人の話を上手に聞き、コミュニケーションを上手にとる力につながった」
・自己理解
「この講座を受け続けることにより、自分の考え方の癖や固執したもの
の捉え方を振り返る機会を得ることができました」
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「日常では相手が話していることを、じっくり聞いているようで聞いて
いなかったことを自覚いたしました」
・自己効力感
rヘルパーの聞く力がヘルピーに伝わる事により、より良い関係が築け
ることも感じました」
・仲間
「どんなことでも話してよいのだと感じられ、話ができたとき、心が安
らかになることを実感しました」
3年目にあたる平成19年4月からは、二期生も新規スタッフとして加わ
り、さらに充実したピア・サポート活動が開始される。また三期生のトレー
ニングも、並行して行われることになる。
皿考察
【本学ピア・サポート活動の特徴】
これまで2年間の活動を通じて、本学におけるピア・サポート活動の形
が、少しずつ作られてきた。その特徴を、以下に述べる。
1．教員主体の活動から学生主体の活動へ
本学におけるピア・サポート活動は当初、大学の新設学部という特性
によって生じやすい学生の不安を憂慮した教員側からの働きかけによっ
て、計画されたものであった。一年目のトレーニングを中心とした活動
は、全て筆者が計画し、学生は受動的にそこに参加するものであった。
こうした形式を採用したのは、ピア・サポート活動を、大学の提供する
学生援助の一環としてとらえていたためである。実際、そのような位置
づけで活動を実施している例もある。しかしその理念からして、あくま
でもピア・サポート活動はピアが活動の主体である。背後にいる何者か
の意図で行うのは、本来の姿ではない。
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他大学の実践に触れ、そのことに気づいた筆者は、一年目の終わりに
方向転換を行い、スタッフにも理解を得て、彼ら主体の活動となるよう、
活動計画にも主体的に関わってもらうよう促した。二年目の活動の折々
に彼らから寄せられた意見、そして低い相談件数の中、一人も脱落する
ことなく活動を続けた高いモチベーションなどから察するに、自らが活
動の主体であるという意識は、スタッフ間に確実に浸透しているものと
思われる。
2利用対象のゆるやかな拡大
理想からいえば、ピア・サポートの対象は在学中のすべての学生であ
ることが望ましい。学部や学年によってその対象を制限することは、該
当しない学生からすると、拒否されている感じを抱きかねず、結果とし
て活動へのネガティヴな意識の広がりへとつながる危険性がある。
しかし、スタッフの経験の浅さや、知識と対応能力に対する自信の欠
如から、活動の初期段階において、このような制限を彼ら自らが設定し
たことは理解できる。結果からいえば、こうした制限によって、ピア・
サポート活動が安全にスタートできたわけであり、順調な立ち上がりを
可能にしたという意味では、かえってよかったとさえいえるし、将来的
にも順調な展開へとつながっていくと思われる。
3スタッフの高いモチベーションと適性
先に述べたように、スタッフは全員、教員か保育士、あるいは心理職
を目指す学生であった。対人援助を、将来の職業生活にとってきわめて
重要な位置を占める活動であると考える学生だからこそ、，忙しい学生生
活の合間を縫うように、こうした活動に取り組むわけであり、彼らのモ
チベーションはきわめて高いと思われる。
また、実際にトレーニングや活動を行って感じたことであるが、彼ら
スタッフがそうした高いモチベーションを維持し、積極的に提案や話し
合いを行いつつ的確に行動していく様子は、指示待ち世代などといわれ
ることの多い現代青年にあって、特筆すべきものがある。これは、高い
一59一
伊東孝郎
ソーシャル・スキルズや、知的能力、パーソナリティ、そして人生観な
ど、こうした活動に対する彼らの適性の高さをも物語っているといえる。
4質の高いトレーニング
優れた学生が志願して参加している以上、本活動の成否は、トレーニ
ングの如何に関わるといって過言ではない。本学でのピア・サポート活
動は、学生による思いつきのボランティア活動として行われているわけ
ではない。元来、心理臨床の専門家を目指す大学院生のトレーニング用
に開発された、ビデオを用いたトレーニング法によって学んだ、ピア・
サポート活動に対し高いモチベーションと適性を有する有志の大学生た
ちの活動である。彼らスタッフがトレーニングを通じて、深い自己理解
を得て、援助技法を高めることに成功すれば、本活動の成功は約束され
たも同然である。
幸い、相互評定による客観的な指標も、感想という主観的な指標も、
本トレーニングの効果がポジティヴなものであることを示している。
5深刻な相談よりも情報提供型相談を重視
スタッフとなる学生の考え方次第で、ピア・サポート活動がどのよう
な悩みを持った学生を対象にするかがある程度決まるが、その背景にあ
る大学の置かれた状況というものを無視することはできない。二一ズの
ない活動に意味はなく、また長続きすることもないであろう。本学のピ
ア・サポート・スタッフは、深刻な悩みの相談よりも、より身近な、授
業や資格取得、実習や単位取得等のテーマを重視したようである。他な
らぬ彼ら自身も、かつてそうした悩みを感じたのであろうし、組織がど
んどん変わっていく本大学の後輩にとっても、そうした二一ズが高いと
判断したのであろう。
こうした基本的な考えは、さまざまな運営上の決定に影響を及ぼす。
例えば、相談室の場所の選定に関して。主として深刻な悩みへの対応を
念頭に置くのならば、相談室は他者が入ってこられないような密室とな
る空間を選択するであろうが、実際彼らが選んだのは、普段はゼミナー
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ルに用いられている、校舎の入り口に近い教室で、衝立で仕切って同時
に2組の相談を可能にするようなスペースである。守秘義務よりも、相
談に来る学生の利便性一場所の分かりやすさや、抵抗の排除一を重
視した結果である。
筆者としても、ピア・サポート活動というのは、学業や日常の人間関
係など、さほど深刻ではない内容について相談援助することととらえて
いるし、深刻な内容に関しては、適切な専門家なり専門機関なりを紹介
するべきだと考えている。また、何よりも優先すべきは、スタッフを含
めた学生の心身の安全であり、これら両面から、彼らスタッフの選択は
筆者の考えにも合致したものであるといえる。
【今後の課題】
これまで活動を通して、筆者が気づいた、あるいはスタッフが指摘した
課題がある。そうした課題について、以下に指摘する。
1．スタツフの不全感や意欲の低下
ピア・サポート活動に関しては、「相談件数の少なさによる不全感・
意欲の低下」への対応が指摘されている（内野，2003）が、確かに現状
のように相談件数が少ないと、スタッフは自らの活動に対するモチベー
ションを失いやすく、不全感や意欲の低下といったことが懸念される。
しかし、そうした状況の中で、積極的かつ創造的に改善を図り、また後
輩のトレーニングにも関わることで、高いモチベーションを維持するこ
とができた。
とはいえ、こうした周辺的な活動による対応にも限界があるであろう。
やはり、相談件数自体を高めることが、今後の重要なテーマとなる。
2．相談件数を高めること
スタッフが知人から聞いた話として、彼らの活動自体を知らない人と、
活動は知っているものの相談には踏み切れない人とがいるという。前者
に対しては、より広範かつ積極的な広報活動が必要となるだろうし、ま
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た後者に対しては、彼らスタッフがどのように考え、どのようなトレー
ニングを経て、現在の活動をしているかを知らせる必要があるだろう。
つまり、ピア・サポートの理念を説明するとともに、スタッフは専門家
である教員によってしっかりとトレーニングを受け、知識と技法を身に
つけた者であるという事実を伝える必要がある、ということである。確
かに、これまでの広報媒体であるチラシやポスターは、かわいいイラス
トが描かれた親しみやすい印象のものではあったが、そこにはピア・サ
ポート活動の意義や、スタッフについての説明が十分なされているとは
いい難い。そこで新年度に向けて、こうした点も考慮した上で、新たな
広報物を作成しようということになっている。また、現在パイロット版
が作成されているホームページに関しても、より充実し、多くの学生の
目に触れるものとなるよう、スタッフが創意工夫をしているところであ
る。
さらに、他の大学の例でも相談への需要が高い年度当初に、相談活動
を集中的に行うことで、相談件数の増加が期待できるし、また活動をア
ピールすることもできると考えて、4月の活動回数を増加させることを
決定している。そして新入学生や在学生に対して行われるガイダンス等
で、ピア・サポート活動に関する説明を行い、チラシを配布するという
ような案も、実現に向けて調整中である。
3教員及びスタッフの不明瞭な役割分担の解消
当初、筆者が運営の主導権を握っていたという事情から、一年目の活
動においては筆者がさまざまな決定をしていたが、学生の自主性を重視
するようになった二年目からは、そうした決定をスタッフに委ねること
が多くなった。しかし、決定権の突然の委譲は、得てして役割の混乱を
きたすことになりやすい。本活動においても、二年目の始めの頃は、詳
細にわたって筆者に判断を仰ぐ場面も見られたが、筆者がその都度彼ら
自身に判断するよう返答していくことで、そうした混乱は徐々に収束し
てきたように思う。スタッフがこうした自主性をますます高めていける
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よう、間接的な指導を継続する必要があろう。
とはいっても、筆者は教員として、あるいは心理臨床の専門家として、
引き続き本活動に関わっていく必要はある。相談件数の増加に伴い、カ
ンファレンスやケース・スーパービジョンの際に、あるいはスタッフが
安心して活動できる環境調整の面で、筆者の役割は大きいと考える。
また、スタッフ間での役割の分担についても、彼ら自身から時に反省
のような発言がなされることがあった。当初の役割分担であるr広報」
「資料作成」「資料準備」「購入」は、その仕事量に相当な開きがあり、
また時期的にも仕事が繁忙になる時期は偏りがちなため、スタッフの役
割を固定化せず、頻繁に見直していく必要がある。実際、新年度に向け
て、新たな役割分担をどうするか、スタッフによる話し合いが行われて
いる。
4情報伝達の問題
これまで情報に関しては、筆者やスタッフが個人レベルで、必要な相
手に携帯電話やメールで連絡をしていた。しかし、これでは情報の共有
という点で、十分とは言いがたい。そこで新年度に向けて、スタッフが
メーリング・リストを作成し、全員に対して一斉に情報を発信できるよ
うなシステムを構築することとなった。ただしケースの報告に関しては、
セキュリティーの問題を考慮して、電子情報媒体を用いることなく、従
来どおり、記録用紙を直接受け渡しすることとなる。
5活動場所と活動回数の問題
現在の相談室は、校舎の入り口近くの教室を用いており、比較的人通
りも多く、活動自体を不特定多数の学生に知らしめるには適している。
しかし、いざ相談に訪れるとなると、とりわけ深刻な相談の場合、その
人通りの多さが、かえって入りにくさにつながってしまうのではないか、
というような指摘がなされた。しかし結局は、日常レベルの軽い相談事
を重視するという基本方針により、相談の利便性を重視して、現在の活
動場所をそのまま利用することでよいのではないか、ということになっ
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た。ただし、少しでも相談者が入りやすくなるように、ドアは開けてお
くなどの工夫をすることになった。
活動回数に関しても、相談の需要が高まる新年度の最初の週は、ほぼ
毎日活動を行い、二週目以降は回数を週2回程度に増やすことが決まっ
た。新年度からは二期生も相談活動に従事できるようになるため、人手
も増えて、このような対応が可能になったためである。また、複数の学
年にわたるスタッフが、全員集まれるような時間設定を週1回で確保し
にくい、という事情もある。5月以降、レギュラーで活動回数を増やし
ていくかどうかについては、新年度当初の活動をふまえ、あらためて協
議することとなった。
6トレーニングの時間的確保と新たな形態の模索
来年度以降、活動がさらに本格化していけば、トレーニングを希望す
る学生も増加することが予想される。また、現在は児童教育専攻の学生
に限られている応募者の制限も、近い将来、他専攻へと広げることも検
討する必要がある。このように、受講生が多岐にわたると、現在のよう
な、受講生に共通する授業の空き時間に集まってもらってトレーニング
を行うという方法は、実現が難しくなることが予想される。実際、少人
数で実施した二期生のトレーニングにおいても、全員が空き時間となる
時間帯の確保が難しく、後半は昼休みに実施せざるを得なかったという
形で、この問題はすでに表面化している。
今後、短期集中型での実施など、新たなトレーニングのあり方を模索
する必要があるが、その際、現在のような高い効果が期待できるかどう
かの検討が重要な課題となると思われる。
7利用者による活動評価
今後、ピア・サポート活動の相談件数が増加していった場合、ケース・
カンファレンスでその対応について確認し、活動の質を高めることがま
すます重要になってくるが、それに加え、相談をした学生からも、直接
その援助について評価を得るようなことができないであろうか．守秘義
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務の問題もあって、なかなか実現は難しいかもしれないが、多くの学生
が利用するようになれば、1対象を無作為とした質問紙調査の実施といっ
た形式で、効果測定が行える可能性が生じる。今後の課題として挙げて
おきたい。
V．おわりに
平成17年度よりスタートした白鴎大学におけるピア・サポート活動は、
この2年間、順調な展開をみせている。相談件数としてはまだ少ないもの
の、こうした相談の場があるということが、いわば学生たちにとっての保
険になり、安心して学生生活を送ることへのいくばくかの貢献をしている
と思われる。また、スタッフ学生にとっても、ピア・サポート活動とそこ
に至るまでのトレーニングは、自らのキャリア・デザインのための重要な
体験となるであろうし、また生活者としても、コミュニケーション能力を
高め、仲間とのつながりを実感することのできる、重要な体験となってい
るようである。
今後、この活動がさらに深く本学に根づき、発展していくことで、現在
スタッフ間に芽生え始めている強い連帯感と自他尊重の気持ちが、他の学
生にも伝播していくことが期待される。これは、オークランドの「発達研
究センター」の児童発達プロジェクトから生まれた「思いやりの共同体」
という概念に通じるものである。こうした共同体において、構成員は学校
との一体感を培い、学業の向上や問題行動の発生を予防することができる
という。（中野，2006）彼らスタッフのさらなる活動を通じて、こうした
意識が大学全体に波及し、全ての学生が充実した学生生活をすることがで
きるような、r思いやりの大学」づくりに貢献していくようになることを
願いつつ、今後とも本活動をサポートしていきたいと考えている。
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廣田友香森岡和栄伊東和美鈴木光海
（以上、敬称略）
一66一
